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１．はじめに 

蓮沼川は全長約 1km、三島市南西部への農業用水

路として作られた。小松宮別邸があった楽寿園・小

浜池の湧水を水源とすることから、「宮さんの川」の

愛称で親しまれている。 

豊富な水は、人々の生活用水であり子供の遊び場

でもあったが、昭和30年代後半ごろから水量が減り、

川はどぶ川のように汚れてしまった。そこで地域の

有志が三島市と協議し、工場から冷却水を流しても

らうことになり、現在のようなきれいな川になった。

地域の人々が「宮さんの川を守る会」を立ち上げ、

川の清掃や花壇の管理を行っている。 

近年、施設の老朽化や川の水質悪化により、蓮沼

川の美しさを保つことが困難な状況となってきた。

本業務は、これらの問題を解決し、観光客や散策者の快適性の向上、市街地の癒し空間の創出を目的

とした設計業務である。 

 

２．設計箇所 

本業務の対象箇所は、ほたるの里を含む蓮沼川の上流部約 300ｍの区間である。 
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３．業務上の課題 

①水質の改善 

歌舞伎橋下流は堰により水が淀み、土砂の堆積、アオコの発生などにより水質が悪化している。 

②景観の向上 

蓮沼川右岸側に併設されている雑排水路は、汚れが目立ち、景観を損ねている。 

③ほたるの里の改修 

施設の老朽化や防水シートの劣化等による漏水がみられる。 

 

４．合同現地調査・関係者懇話会 

三島市・関係機関（ＮＰＯ）・当社による合同現地調査を行

った。河川内施設の現状や課題点、水質等を把握し、設計思想

と基本条件の統一を図った。 

また、地域の方々の意見を取り入れるため、“関係者懇談会”

を２回実施した。地元自治会、ＮＰＯ、市役所各課の担当者が

集まり、整備手法についての意見交換を行った。 

 

５．水質の改善 

５－１．現状 

蓮沼川全域に土砂の堆積や藻などの繁殖が見られるが、歌舞伎橋から下流側は堰と水門により流れ

が止められているため、汚染が著しい。河川内に設置されている噴水が稼働すると、河床の沈殿物が

攪拌され異臭を放ち、住民からの苦情が寄せられている。 
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５－２．開門実験 

水門を開口し川に流れを発生させることにより、水質の向上や堆積物の除去にどれだけの効果があ

るか、１ヶ月間検証を行った。地域住民が亀・金魚を飼育しているため、水位は変えないものとした。 

当初、水門の開口高は、冷却水の流入量と同程度を流すサイズとした。しかし、水門を開けたとこ

ろ予想以上に水が引き、歌舞伎橋から下流の区間の水位が減ってしまったため、水門を閉じた。 

再度調査を行い、歌舞伎橋上流の堰からの越流分と同量を流すサイズに変更した。 

 

【流速調査結果】 

・上流側①②は、開門前から流れが発生している。 

・堰直上流③は、開門後も既存の堰により流れは発生しない。 

・歌舞伎橋下流側⑤ではわずかだが流れが発生した。 

 

【堆積物調査結果】 

歌舞伎橋付近では、堆積物が減少。水門付近では、堆積物が倍

増した。開門によって河床に発生した水流により、少しずつでは

あるが、堆積物が下流に移動している。 

 

 

 

 

 

 

水門の開口により、多少の水の流れと堆積物の移動が確認でき

たが、更なる対策が必要である。 

 

 

 

 

 

観測位置 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

流速 

(m/s) 

上 
0.283 

0.085 0.016 0.127 0.043 0 
0.125 

下 0.106 0 0.035 0.017 0.043 

 12/1 12/8 12/18 

歌 舞 伎 橋 18cm 15cm 15cm 

中 間 地 点  1cm  4cm  2cm 

水 門 付 近  6cm  6cm  13cm 

③ 堰直上流 

⑤ 歌舞伎橋南 

⑥ 水門直上流 

④ 堰直下流 

① ほたるの里 
  側溝 

② ほたるの里 
  流入位置 

⑦ 踏切横 
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５－３．対策 

＜対策１＞ 可動式水門の設置 

川に流れを発生させるため、既存の堰を撤去するこ

とを提案した。しかし、堰は当該河川を地域の防火用

水として使用するために設置されたものであり、地元

自治会が存続を希望していることから、可動式の水門

を設置することとした。 

下流の水門も、既存のものは開閉量の調節ができな

いため、今後の維持管理を考慮し、無段階式のスライ

ドゲートを設置することとした。 

 

 

＜対策２＞ 冷却水の流量調整 

工場からの冷却水は、楽寿園内の分岐桝で

振り分けられ、ほたるの里隣接水路を経由し、

蓮沼川に流れている。 

 （冷却水量は右表のとおり） 

夏場は湧水量が多く、源兵衛川で川の中の

歩道を歩くことができないほど水量がある時でも、蓮沼川に流すことはできなかった。 

蓮沼川の水質を向上させるためには、水量を増やし流れを発生させることが有効であるため、蓮

沼川により多くの水を流せるよう分水桝を改修した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全 体 源兵衛川 蓮沼川 

農業利用時 1,500 1,250 250 

平常時 900 650 250 

蓮沼川 源兵衛川 

冷却水 

既存分岐桝 

分岐桝（改修後） 

新設分岐桝 

冷却水量（ｍ3/h） 

既存分岐桝 

源兵衛川へ 蓮沼川へ 

冷却水 

新設分岐桝 



＜対策３＞ 横断勾配の設置 

少ない水量でも河床の堆積物が流下しやすい構造を検討した。河床中央に向け横断勾配をもたせ、

高さ 10 ㎝、幅 30 ㎝の堆積物を集約するポケットを設置することとした。 

市が実施する浚渫には年間実施回数の制約があるため、日ごろから川の清掃などの活動を行って

いる地元住民が維持管理しやすい構造を採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 改修後 堆積物を集約 



６．景観の向上 

６－１．現状 

蓮沼川本川脇に雑排水路が設置されている。 

雑排水路は、西側地区の道路排水が蓮沼川に直

接流入することを防ぎ、水質を保つ役割を果たし

ている。 

雑排水路沿いの宅地壁には多くの管が設置さ

れているが、下水道整備によりその大半が使用さ

れていないため、普段は水が少なく汚れた状態が

目立っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２．対策 

雑排水路の機能は残しながらも、暗渠化し上部に地被類で植栽することで、緑を魅せる空間とし

た。既存水路の取り壊しが発生せず、皿型側溝や地被類の布設も安定する暗渠管φ300 を採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域図 雑排水路 



７．ほたるの里の改修 

７－１．現状 

平成 16 年度、湧水が枯渇し湿地状態になっていた上流部

に、地域住民とＮＰＯなどにより「ほたるの里」が整備され

た。蓮沼川の水を利用した人工的なせせらぎをつくり、ホタ

ルの生息する環境整備の拠点とした。現在、地域住民とＮＰ

Ｏなどによる定期的な清掃と管理が行われている。 

整備から 10 年以上が経過し、施設の老朽化が進み、水路

の取水・排水、防水機能などに問題が生じている。 

 

７－２．対策 

管理を行っているＮＰＯと現地立会い、関係者協議を行い、

ほたるの生育環境に配慮した施設の改修と観光客も楽しめ

る観賞用デッキの再生を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷却水の水路（老朽化） 

ほたるの里（整備前） 
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７－３．今後の対策 

ホタルの生育に適した環境づくりは、今回の整備で完成ではなく、今後地域住民、ＮＰＯ、行政

の協働による維持管理の中でつくりあげていくものである。 

ほたるの水路への取水は水深 2cm となる断面を検討したが、水量によっては堰板で調整する必要

がある。また、施工時に、ほたるの産卵床となるコケの生えた石の移動が必要になったが、日ごろ

管理を行っている地域住民、ＮＰＯが保存し、適切な時期に戻すこととした。 

 

８．おわりに 

蓮沼川は、地域住民が愛着を持って利用している。管理に関わる住民、関係団体が多く、それぞ

れの立場での思い入れがあったが、今回の業務を通じて、蓮沼川を美しくという共通の意識が高ま

ったことを感じている。 

工事は完了しているが、良好な水質を保つためには、地域住民などによる川の清掃など、適切な

維持管理が必要だと考えられる。また、水門の調節による水の流れや堆積物の移動について、更な

る検証が必要である。 

今後も地域と協働で実施する業務は増えていくと思われるが、今回の経験を活かし、関係者の意

見をまとめ、知恵や力を借りながらも、適切な提案ができるよう努力していきたい。 


